





Attempt to Explore New Scale: Japanese Junior High School Student’s Perception  
of Parental Reaction at Expected Behavior（PPES）























































































































































































目）、「親の承認 ・ 支持への不満」（ 5 項目）を用い
た。回答の方法は、それぞれの質問に対して「めっ
たにない（ 1 点）」、「ときたまある（ 2 点）」、「たび
たびある（ ３ 点）」、「いつもそうだ（ 4 点）」のいず









「たぶんちがう（ 2 点）」、「たぶんそうだ（ ３ 点）」、




















子を抽出した結果、固有値 1 以上を基準に 5 因子を抽






目（No. 9 ）および二重負荷を示した 1 項目（No. 2 ）
を除いて残された21項目に対して因子分析（最尤法、
Promax 回転）を行ったところ第 4 因子に属する項目
が 2 項目しかなく、因子とはみなせなかったため ３ 因
子構造を仮定し因子分析（最尤法、Promax 回転）を
行った。第 ３ 因子に属する項目が 2 項目しかなく、 2
重負荷を示した 2 項目（No.7，15）を除いて、 2 因子
構造を仮定し残された17項目に対して因子分析（最尤


















































項　　　目　　　内　　　容 因子 1 因子 2 共通性
Ｆ 1 　サポート反応予期（ 8 項目，α＝ .88）
自分が期待に応えられなかった場合、親は慰めてくれると思う .86 － .06 .74
自分が期待に応えられなかった場合、親はフォローしてくれると思う .84 － .02 .70
自分が期待に応えられなかった場合、親は励ましてくれると思う .8３ － .12 .69
自分が期待に応えられなかった場合、親は次に頑張ればいいと思ってくれると思う .7３ － .16 .54
自分が期待に応えると、親は応援していて良かったと感じると思う .69 .14 .51
自分が期待に応えられなかった場合、親は一緒に落ち込んでくれると思う .65 .12 .45
自分が期待に応えると、親は褒めてくれると思う .6３ .1３ .4３
自分が期待に応えると、親は誇らしく感じると思う .３6 .25 .21
Ｆ 2  落胆的反応予期（ 9 項目，α＝ .86）
自分が期待に応えられなかった場合、親は悲しむと思う － .06 .78 .61
自分が期待に応えられなかった場合、親はがっかりすると思う － .17 .76 .58
自分が期待に応えられなかった場合、親は悩むと思う － .04 .76 .57
自分が期待に応えられなかった場合、親は焦りを感じると思う － .12 .71 .50
自分が期待に応えられなかった場合、親は残念がると思う .08 .68 .48
自分が期待に応えられなかった場合、親は心配すると思う .2３ .61 .45
自分が期待に応えられなかった場合、親は悔しがると思う .14 .58 .３7
自分が期待に応えると、親は鼻が高いと思う .16 .40 .20
自分が期待に応えると、親は周りの人への優越感を感じると思う .02 .３9 .16
因子間相関　　　　 因子 1 因子 2


































機能的依存 承認 ・ 指示への不満 ソーシャルサポート TK 式 養育期待
サポート反応予期 .３7 *** － .06 .52 *** － .4３ ***
落胆的反応予期 － .04 .29 *** － .07 .３9 ***
***p<.001
Table 3 　親の反応予期尺度下位尺度得点の平均値 ・ SD と分散分析結果
中学 1 年 中学 2 年 中学 ３ 年 分散分析（F 値）
男子 女子 男子 女子 男子 女子 学年差 性差　 交互作用
N 55 69 ３8 ３8 5３ 77
サポート反応予期 2.58 2.8３ 2.58 2.9３ 2.67 2.87 0.29 11.8３ *** 0.28
（0.62） （0.7３） （0.69） （0.77） （0.74） （0.59）
落胆的反応予期 2.26 2.18 2.３4 2.06 2.40 2.３３ 2.28 4.12 * 0.28





男　子 度数 45 76 121
％ ３7.2 62.8
調整済み残差 5.71 －5.71
女　子 度数 15 148 16３
％ 9.2 90.8
調整済み残差 －5.71 5.71
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